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    このような観点から本論ではコルビュジェの書籍と建築の関係の変容を検証するとともに、展示では
写真で建築を経験する実践を通して得た「書籍は建築である」ことの新たな可能性を示している。建築
と言語の深層関係の解明や建築と書籍の構造分析が不十分で物足りないが、これまであまり言及されて
こなかった領域への挑戦的なアプローチの意欲を買い、及第点をつけた。 
 以上の理由から博士号に値すると判断する。 
 
